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ブラジルのルセフ大統領は議会
による弾劾審議の渦中にある。本稿脱稿前日の二〇一六年五月一二日、上院本会議における弾劾法廷開廷の採決 って最長 八〇日間の職務停止 追い込まれた。そのため、八月五日の五輪開会式で聖火ランナーを迎えるのは、暫定大統領に昇格したテメル副大統領である可能性が高い。本 では現在のブラジル 政治状況に対す理解を深め べく、これまで ルセフに対する弾劾審議過程を簡単に振り返りたい。●弾劾審議の経過　
大統領制下では大統領と議員は
別々の選挙によって選出され、統領の任期は議会の信任に依存しない。ただし、大統領が職務を著しく怠った場合などには、弾劾裁判を通じた罷免が可能となる。ブ









院の特別委員会で審議される。下院は直ちにそのメンバーを決定する作業に入ったが、一二月八日の本会議に 大統領支持派の四七名からな 案と反対派の三九名からなる案の二つが提出される事態となった。クーニャの判断により秘密投票を通じて反対派の案が採択されたが、支持派はこれを不服として連邦最高裁判所に判断を求め、その結論が出るまで弾劾審議が停止されることとなった。そし 、公開投票などを要求する連邦最高裁判所の結論を受け、二〇一六年三月一七日に弾劾支持者を多く含む六五名の特別委員会が誕生した。　
時期をほぼ同じくして、弾劾に
向けた動きは一気に加速す 。三月四日にペトロブラス問題に関する事情聴取のためにルーラが一時拘束されたのを受け、三月一三日には三百万人の参加する反政権デモが発生した。彼に対する政治的依存度の高いルセフは、三月一六日に彼の官房長官就任を発表が（ルーラの逮捕を回避することや、連立与党間の調整を任せることなど 目的であったとされている） 、連邦最高裁判所は三月一八日にその就任を差し止めた。他方、下院における第一党であるテメル
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は「議会によるクーデター」であると非難している。その念頭にあるのは、二〇一二年に行われた当時のルゴ大統領に対す 弾劾裁判が民主的で なかったとしてメルコスールや南米諸国連合（ＵＮＡＳＵＲ）の加盟国資格を一時停止されたパラグアイの事例であろう。しかし、ルセフに対する弾劾審議は憲法に則って行われており、 クーデター」を定義する「行政権の奪取」 「軍または他の社会エリートの少人数のグループによる指導」 「違憲または超法規的な手段の行使」という構成要件の少なくとも最後の要件は満たされない（参考文献③） 。また、一九九二年に当時のコロル大統領に対する弾劾審議を支持したＰＴが弾劾を「クーデター」と呼ぶことは、自己矛盾的である（参考文献④） 。　
他方、 （その是非は別として）
議院内閣制の内閣不信任決議のように機能しているという点も今回の弾劾の特徴である。クーニャの受理した弾劾告発もペトロブラス問題に言及してはいるも の、その告発が主に問題視したのはカルドー ゾ政権期（一九九五～二〇〇二年） 以降よくみられ 「自転車財政」などの会計操作である（参考文献④） 。そのため、ペトロブラス問題は、審議手続き上は今回の弾劾に含まれておらず、大統領の汚職を糾弾するというよりも、支持率が極めて低く議会の信用も無い行政府の長 不信任決議によって解任するという面が色濃くなっている。　
あたかも内閣不信任決議のよう
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